
粉飾決算を見破る方法 

特に専門知識がなくても実践できるものがあります。以下の 8 ポイントに注目すれば、

怪しい決算の兆候を発見できる可能性があります。 

1. 異常な数値の変動に注目する 

  ・ 売上高や利益の急増 ＞ 前年と比べて売上が異常に増えている場合、架空売上 

計上の可能性がある。 

・ 営業利益率の急激な変化 ＞ 同業他社と比べて極端に高い、または低い場合は

要注意。 

  ・ 棚卸資産の急増＞ 在庫を水増しして利益を膨らませている可能性。 

2. キャッシュフロと利益の乖離をチェック 

  ・ 営業キャッシュフロがマイナスなのに利益がプラス＞ 利益は出ているのに、現金

が増えていない場合、売上の架空計上や粉飾の可能性あり。 

  ・ キャッシュフロと売上のバランス＞売上が伸びているのにキャッシュが増えていな

い場合、架空売上の可能性。 

3. 売掛金や未収入金の増加に注目 

  ・  売上の増加とともに売掛金が急増＞ 回収ができていない架空売上の可能性。 

  ・ 売掛金の異常な増減＞ 粉飾を隠すために決算期直前に調整されるケースがある。 

4. 架空経費や水増し経費を疑う 

  ・ 異常な広告費や研究開発費の増加＞ 利益を減らして税金逃れをする手口。 

  ・  コンサルティング費用の急増＞ 実態のない取引がないか確認。 

5. 監査法人の交代や意見表明の変化 

  ・ 監査法人の頻繁な交代＞ 問題を指摘されたために監査法人を変更するケース。 

  ・ 監査報告書の「意見不表明」「限定付き意見」＞ 粉飾の可能性を示唆しているこ

とが多い。 

 



6. 関連会社や子会社の動きを確認 

  ・ 関連会社との取引額の急増＞ 不正取引で利益を調整している可能性。  

  ・ 子会社への損失隠し＞ 子会社に損失を付け替えて、本体の決算を良く見せる。 

7. 過去の決算と比較する 

  ・ 決算発表の直前に業績予想を大幅修正＞  業績の操作が疑われる。 

  ・ 毎年の決算書の傾向を比較＞ 特定の年だけ異常な増減がある場合、粉飾の可

能性あり。 

8. 業界平均と比較する 

 ・ 異常に高い利益率＞ 業界全体が低迷しているのに、一社だけ好調なのは不自然。   

・ 売上債権回転期間が長い＞ 売上は計上されても、回収が遅い場合、架空売上の

可能性あり。 

 

このようなポイントを押さえることで、粉飾決算の兆候を見破ることができます。特に、

「利益は増えているのにキャッシュが増えていない」 というケースは、最も典型的な粉

飾のサインです。 

 

 


